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被　服　149

　冒的

　和服縫製上, 技術の基礎であ3 11

握念図り，実習指導よｰに渚用すi z とを^U^tしだ。今回の研究rは未舞老にっI) 徊f つ

た肆果と, こ.liま-tの実験彷呆ヒを峰合レフ検防ii}O±だ。

　*喊

　被検者の運針動作を高速度^湊r撮影し，そのフ４ルAヽ£再31, 考の測定が,の動きの軌

跡を追（乙動作竣形を画<。この動作形愁t. 分聊の両mから運針動作の基本的鳶理を糾

明するように^めた。核論羞は短期大召被服科蔡^z'，入学纏や年£μi6.した未他念をー

ん衣‘。測定日・服縫り
￥哀。3棟を用いた。運針和↑(まつ。if間隔μ0 ｡<,線有・線無の計心糎類rあi・

　結果

　こ衣ま-c'の実験を掛合して次めことが吉もi．

　|。　つか升fD隔{i μ･・が適当と奮えられる.

　2.　友｡お(D登の動き(J対称的卜対応i ■一定の/＼"ラyスのとれたソスムガ必巻であ5 .
　3.　も作の安定度li，周期性*ヽら観奪すI ことができる. 特に右手の安定性*-針目のjL

　　　確卑に影響を与仇I・

B 116 頭卸型島と,衿惜の刈徐i-つ，ヽて

　　　　洵北雅K　o 本田嗜3一東ネ蒙裁｡匁　神田和多　東尊粟ふ大　衣f 勝肥路

　la的　和肢の衿漬明ぎ，あ･よ&･繰がレ寸殲，衿憾等i*感%人,≫冰型，着物の蝉蕪なﾋ･t

考慮.t，■c定めてょい寸泳･・あーい曾え，ろ。荊回,よ榛型り蕪俘ね2人の^デルt蔓n^'，*ヂ

ルr.対I x最i･妊まれ冷衿肩明き寸感k., 線路レ寸茲t 官彫粳査によ。Z:見まレた。糾備

州さ寸宏･ま，両* ヂルK tﾉ癩付議備寸茲ら衿肩胡き。比希々び?～溥刄岬寸感≪<'徽t，-≪Jま

iれ牝，をa 菅今回･ま妁回い司様,o，榛型の鳶な% 2 Å,の*
ダルt痘定レ, 痢回最tﾉ苔よ糾

た上記の比希吉洙用レt，X｡･)衿肩明官, 上9 線M レす茲＆fCめ, 衿幅寸泳色変え。だ場合

，？才ラーによ・で熹t・好まれ恥吟恪寸宏t , 官能雄奮'こよ，t ≪;,玖すこfc i S 的＆レて

ぃ% ．

　方宏　A t ﾀ･1レは鵜付根田す砥仰｡ユc。癩付振惜す茲/2,iり・．Bモr,/に　肘耀團寸宏

お'o,－，翔付根痛す茲y/.5-c^-C'め^。吸胱用塔衣は鳶豪時の鸚椎卓･。,ら-こり寸池山，翔側

ｊ､4,ヽり練乳-4 宏心t e ダ,ﾚli よ。てl -り，ぷり衿肩明き,上り繰越し寸宏,iよ記りμ雫に

従。t 尊＆しれ寸浪を｡抹用レ化。衿ヽ恰寸宏i^楕準寸宏りi･.Si。色基準I'- 士吋，ヅフ寸冰を･*■

itち　/ 人･●つヽ。-t i-叔岬浴衣%縫製レft 。ふれ｡ら≪. 嬌*, ・,£l. da li 1. -/ * ダルに鳶裴さ

≪， 奮勧，側面よ'; 機動レ，一定権苧t-啄養t昨μレ，和服樽ぶのも・－t-, 経験瀋i対

象!'-官彫捜査～あ･i.勺。た。

　緒裴鶴の式ヽ> A e ｦ,レ1ち狭めのj衿幡ix-好*･ れや禰向14 あ乃. 畑り細いp t ?･･'レ<^極

瑞l-欲い衿と。μい犀･μ喰拉が甚直しt 永ヽ,ヽ≪i-',義t/好* れ,>&衿幅iち？タi; ストによ,

■t島島ぴわ1,ヽれすc。


